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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圖１１－２
　第十信（１９６６年［昭和四十一年］五月一日）［圖１２］
　拝啓　先般翠行セられまし多　知丈印吐創立三十周年記念展覧會に行く
予定のところ突然の急用に妨げられ残念乍ら行くことが出来ませんでした
　御送り下さいまし多　風呂敷と書書目録は有り難く頂戴致しました　茲
　　　　　　　　　　ヴァン・グーリックの日本語書簡
す　草々
　　昭和四十年十月一日　　荷蘭　高羅佩
松丸長先生　侍史
　　【注】大使として赴任してからは、かつてのよう
　　に自由気ままに動き同ることができなくなった様
　　子が窺える。東魚の方もいささか遠慮がちにな
　　り、訪問を差し控えるようになる（２３）。この手紙
　　の封筒には「ヴァン・グーリック」と署名がある
　　［圖１１－２］。
圖１２
３７
???
　第十一信（１９６６年［昭和四十一年］十
二月十六日）［圖１３］
　大変御無沙汰致しました　明日カンボジ
ヤと香港の旅行にたちますが　正月中頃東
京に帰って来る慄定なのでその時に御訪ね
致します　　草々
　　昭和四十一年十二月十六日
　　　　　　　　弟　高羅佩
東魚先生
　　【注】この時のグーリックの旅は公務
　　ではなく、クリスマス休暇を利用して
　　の家族旅行で、アンコールの寺院遺跡
　３８
に厚く御疆申し上げます
　そのうちに御目にかヽり度いと思っておりますが何れ近日中に手紙で御
連絡申し上げ度いと思って居ります　先は御疆まで
　　昭和四十一年五月一日　　荷蘭　高羅佩
松丸束魚先生　侍史
　　【注】知丈印祗は、東魚が１９３６年に結成した篆刻の結綬。この年、束
　　魚はそれまでの生業であった築地の魚問屋兼仲買商を慶業して篆刻家
　　として立っていくことを鮮明にした。三十周年の記念の展覧（中國書
　　重展）は東京美術倶楽部で開催されたので、芝にあったオランダ大使
　　館とは至近距離にあったが出席できずに、詫びの手紙を書いたことに
　　なる。展覧にあわせて結社の作品集として『知丈印集』二十五集や油
　　印の『知丈通信』五十読を出した。
　　　この書簡の封筒にも、第十信と同様「ヴァン・グーリック」の署名
　　がある（圖は省略）。
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圖１３
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圖１４
漢文の謝斟
ヴァン・グーリックの日本語書簡
群を見に出かけた。
　この年の年末、グーリックはこの手
紙とは別に、金粉をふった偉紅の花漉
に「謹賀新年。丙午歳暮、荷蘭　高羅
佩　東魚先生恵鑑」という新年の挨拶
を書いて東魚に噌っている。［図１４］
???
３９
－
－
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　最後の手紙に記されたカンボジア・香港の旅行から戻った年の６月、
グーリックはオランダに一時蹄國をすることになる。そのころゲーリック
は呼吸器、消化器、腰、背、目などに多くの病気を抱えていた。そこで、
オランダでの精密検査を条ねて、夏の一時休暇を早め、家族共々オランダ
に戻ることとなった。オランダでは、残してきた二人の息子とも一緒にな
ることができた。
　しかし、パークでの検査の結果、末期の肺癌と判り、入院生活を余儀な
くされる。三個月腺の闘病生活の後、１９６７年９月２４日、パークの赤十字
病院で不蹄の人となり、再び日本にも戻ることはできなかった。自らがタ
イプを打ち、鯨國の日に東京の印刷所に手渡してきた『長腎援考』の最終
刷りは逝去の前日にオランダに届いたが、本の形で見ることは叶わなかっ
た。
　その後、東魚のもとにもオランダ大使館からグーリック逝去の知らせが
届き、大使館に弔問に訪れた。その時のことを東魚は「グーリックさんを
憶う」の中で次のように記している。
した。［圖１６］
　寫侃で見ると、グーリックの大使館の執務室は、扁額や對聯が掛けら
れ、線装本の古書の詰まった書棚が置かれるなど、まるで中國文人の書斎
のようであった。
　グーリックが東魚に書いた書簡で、現在残るものはここに紹介したもの
に孟きるが、最後に二人の交遊を窺うに足るものを一つ紹介して、この文
を終える。それはグーリックの中國文化の理解がどのようなものであった
かを知る手掛りにもなろう。
　グーリックと東魚が知り合って間もなくの１９４０年２月、ゲーリックは
東魚から前年に作った印譜『束魚印存』第一集を噌られ、その返疆として
煙草人れを噌った［圖１５］。そして、その盆の蓋に、次のような文を墨書
　大使館における告別式は、疆服姿の寫興の前で署名するという簡素
なものであったが、その書斎が、たった今まで勉強していたのが目に
見えるようなそのままの有様になっているのを見た時、私は思わず涙
を禁じ得なかった。
???
４０
圖１５ 圖１６
　東魚は、グーリックの逝去の翌年１９６８年３月、この煙草入れを取り出
し、墨書の消えるのを虞れ、その文字に印して刻刀を揮った。それが今に
残っている（２３）。
　本稿では、ヴァン・グーリックの松丸東魚にあてた書翰を紹介したが、
これがきっかけとなって、他にもあるに違いないグーリック開連の資料の
発掘に繋がることがあれば幸いである。
　　　　　　　　　ヴァン・グーリックの日本語書簡
　東魚先生頃過寒斎、承賜印譜一峡。刀痕古致、足資賞鑑。余薔蔵竹
根煙盆、一物雖微蕪不穎、而斑跡蔚渾、頗喜其天然。用特賜呈　案
頭、翼蒙清玩。聊以奉酬厚意、云爾。庚辰二月　蘭國　高羅佩書
（東魚先生頃ごろ寒斎を過ぎ、印譜一峡を賜はることを承く。刀痕は
古致にして、賞鑑に資するに足る。余が鳶蔵の竹根の煙盆、一物は微
蕪にして不穎ならずと雖も、斑跡蔚滞として、頗る其の天然を喜ぶ。
用て特に案頭に賜呈し、清玩を蒙らんことを翼ふ。聊か以て厚意に酬
い奉らんとすと、爾云ふ。庚辰二月　蘭國　高羅佩書す
???
注
　（１）Ｒｏｂｅｒｔ　Ｈａｎｓ　ｖａｎ　Ｇｕｌｉｋの日本語表記について、初期のころは日本では
　　「ヅアン・グーリック」と表記されたが、その後、オランダ語の発音により
　　近づけようとして「ロバート・ハンス・ファン・フーリック」、あるいは
　　「ロバート・ファン・ヒューリック」などと記されることも多くなった。し
　　かし、稿者は、「高羅佩（Ｇａｏ　Ｌｕｏｐｅｉ）」が本人が名乗った中國名であるの
　　と同じように、日本では自らが「ヴァン・グーリック」と梧していたことを
　　尊重して、日本ではこの呼梧を使用するのが適切だと考える。初期の作品で
　　ある‘・Ｔｈｅ　Ｌｏｙｅ　ｏｆ　Ｃｈｉ，ｚｅｓｅ　Ｌｕｔｅ：　ＡＩ　Ｅｓｓ砂緬Ｃｈ’ｉｙｌ　ｌ＆ｏｌｏａ”（『琴道』）や
　　“語ｓ　Ｋ’ａ昭ａｎｄ　ｈｔ・ｓ　Ｐｏｅｔｉｃａｌ　Ｅｓｓｃ
　　する奥付において「高羅佩」という漢字名の上に片仮名でルビを「ヴァン
　　クーリック」と振っている。また何よりも自らが「ヴァン・グーリック」と
　　署名したものが残ることから（図１１参照）、中國名を［高羅佩］としたよう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４１
　　に、日本では本人が「ヴァン・ゲーリック」と名乗っていた事賓を尊重した
　　い。ちなみに、ゲーリックの末子のＴｈｏｍｓ　ＭａｔｈＵｓ　ｖａｎ　Ｇｕｌｉｋについて、中國
　　語に翻譚された『大漢學家高羅佩傅』（注１３參照、以下同じ）の序文の中國語
　　表記では「托馬斯芭古里克」となっており、それに最も近い音を日本語の片
　　仮名で表記すると「トマス・ファン・ゲーリック」となり、「フーリック」
　　「ヒューリック」とはならない。
（２）中國名の「高羅佩」について、「羅佩Ｌｕｏｐｅｉ」がＲｏｂｅｒｔの晋詳であること
　　は問題ないが、ｖａｎ　Ｇｕｌｉｋが「高」となったのはやや理解に苦しむ。そこで注
　　（１）に言及したように、中國で近似の音を表示するとなれば、「芭古里克」と
　　晋詳されることになる。しかし、「高」は自らが選んだものであり、一種のペ
　　ンネーム、あるいは雅琥と考えればよいのではないか。グーリック本人が用意
　　した資料に基づく履歴には、明確に「高“ＫＡＯ”－ｂｅｉｎｇ　ｔｈｅ　“ＧＵ”ｉｎ　ｖａｎ　Ｇｕｌｉｋ；
　　ａｎｄ羅佩“ＬＯ－Ｐ’ＥＩ”　－ｔｈｅ　ｐｈｏｎｅｔｉｃ　ａｐｐｒｏｘｉｍａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｒｏｂｅｒｔ」と記している。
　　“Ｂｉｂｌｉｏｇｙａｌ）ｈ　ｏｆ　Ｄ７．Ｒ．Ｈ．凹７１　Ｇ１４１ｔ・ｋ（Ｄ．ＬＩ・ｔげ（Ｂｏｓｔｏｎ　Ｕｎｉｇｙｓｉｔｙ　Ｌｉｂｒａｙｉｅｓ一
　　Ｍｔ４ｇａγＭｅ祖ｏγｉａｌ　Ｌｉｂ加巧“Ｒｏｂｅ吋皿、ＩＧ公議ｃｏＨｅｄｉｏｎ”、バこよる。この資料はタ
　　イプで打たれたものである。その原櫨となったものが早稲田大學圖書館に乙４
　　Ｐｅγｓｏ７ｌｄ　Ｈｉｓｔｏり（がＤγ．ＲｏｂｅγｔＨ皿ｓ四ｎ　Ｇｔ４１ぼの名で所蔵されている。それ
　　も、やはりタイプ印刷のものであるが、執筆意圖などを記す記述の内容の詳細
　　さからして、ゲーリック本人が書き残したものをベースにしているものの複寫
　　版だと判断でき、信頼性は極めて高い。注（１１）所掲の拙稿參照。
（３）中國語の書名も、みなグーリック自身が原著に付けたものである。
（４）同書は、商務印書館（重慶）から１９４４年（民國三十三年）７月に刊行され
　た。日本で明治期に出された浅野斧山編「東皐全集」（一喝社、１９ｎ年６月）
　も參照している。『大漢學家高羅佩傅』に、最初の日本赴任中の１９３９年７月
　２９日から８月１４日まで、上海に行く機會があり、その時に商務印書館の関係
　ができたと記されているので、この書物の出版は、すでにその頃から始まって
　いたか。東皐の事跡は日本の専門家の間では、浅野の書物もあって知られてい
　たが、中國ではまったく忘れ去られており、紹介の必要があると、グーリック
　は考えていた。重慶では、「天風琴畦」という結社に唯一の外國人として入り、
　古琴を通して、戦乱を避けて逃れてきていた知識人たちとの交友を深めてい
　る。
（５）心越には「東皐印譜」が残されていて、その印風を知ることができる。「東
　４２
一六
五
　　　　　　　　　　　　ヴァン・グーリックの日本語書簡
　　皐全集』（注４參照）、及び伊藤修「水戸骸苑昔話（二）日本篆刻の始祖東皐心
　　越」（『茨城懸立圖書館報ときわ』第十四琥、１９６３年６月）、杉村英治『望郷の
　　詩僧東皐心越』（三樹書房、１９８９年３月）など參照。
　（６）二〇〇九年九月に畜湾の國立清華大學が國家圖書館漢學研究中心（豪北）と
　　共同で開催した國際シンポジウム「高羅佩拠物質文化研究國際系列論壇之一」
　　のテーマは「『秘戯圖考』在五十年之後」であった。
　（７）高田時雄編著『東洋學の系譜［欧米篇］」（大修館書店、１９９６年１２月）には、
　　マスペロ、グラネ、カールグレン、ウイットフォーゲル、ニーダム、エバーハ
　　ルトなど鐸鈴たる欧米の學者二十四人が取り上げられ、その生涯が紹介され、
　　事績を顕彰されているが、その中にグーリックの名は見富たらない。
（８）郭腫のこの文は、友人の書家である劉節が書いた「明清狂郭君墓誌銘」（黄
　　宗義『明文海』巻四百六十六所収）に見える。また、焦拡『國朝獣徴録』巻百
　　十五栽苑の陳昌積「郭清狂調傅」や過庭訓『本朝分省人物考』巻六十八に収め
　　られている傅記のなかにも引かれている。グーリックは、書斎を「雅明閣」と
　　名づけたほど明代の文化を高く評價し、また愛好していたので、明人の傅記に
　　はことのほか注意を柳っていたものと思われる。これは、彼自身の好みによる
　　のであろうが、民國年間のある時期、満洲族の建てた清朝を倒したことで、牡
　　會にはこれを排し、明までが本来の中國の姿だという気風があり、その影響を
　　自然と受けていたということもあろう。
　（９）グーリックは外國語の能力にも優れ、十敷力國語に通じていた。オランダ
　　語、ドイツ語、英語、フランス語、スペイン語、ロシア語、モンゴル語、イン
　　ドネシア語、中國語、朝鮮語、日本語などのほか、ラテン語やサンスクリット
　　の謨み書きもできた。
（１０）拙稿「傅増湘的遺稿一致松丸東魚的書信輿絶句」（『中國典籍異文化』２００９
　　年第２期、中國全國高等院校古籍整理研究工作委員會、２００９年６月）。傅堵湘
　　が東魚に贈った詩は「規矩斯冰得妙詮、離姦游戯特精枡、新翻海外東漁譜、留
　　作金鍼學古編。庚辰夏五、録奉東漁先生方家吟定。況叔傅堵湘」。
（１１）拙稿「高羅佩次韻傅麿湘詩一印人松丸東魚との交遊のなかで」（「中國文學
　　研究」第３６輯、２０１０年１２月、早楢田大學中國文學會）。グーリックの次韻詩
　　は、「篆離雅緻奈何詮、妙手虚心得熟研、百譜績耘休倒覧、仰賢亭漆在斯編。
　　己丑歳暮、次傅噌祚（湘）先生韻、以題東魚先生印譜。荷蘭高羅佩拝稿」。
　　グーリックが漢詩を作っていたことは、彼に言及する文章によく出てくるが。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４３
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　　賓際にこれまでに公表されている作品は，私の知る限り，グーリックが香港の
　　琴友徐文鏡に贈った次の律詩一首のみである。「漫逐浮雲到此郷，古人遵近得
　　傅鰭。巴蜀菅事君恵記，潭水深情我未忘。宦績敢云希陸買，游踪聊喜載玄奘。
　　勿勿聚首勿勿別，更乏洽浪萬里長」（陳之邁「荷蘭高羅佩」，『傅記文學』第十
　　四巻第一期所収，１９６９年１月，傅記文學雑誌祀，豪北）。
（１２）「秋公案」シリーズの第一作“Ｄｅｅ　Ｇｏｏｎｇ　Ａｎ；ＡＭ　ＡＲｃｉｅ戒Ｃｈ餉ｅｓｅ　Ｄｅｔｅｄｉｗ
　　ＳｔＯがは，清の侠名「武則天四大奇案」（『秋公案』）を翻譚したもので，その
　　後の１４作の創作のシリーズとは異なる。
（１３）グーリックの伝記には，同僚であり，友人でもあったＣａｒ１　Ｄｉｅｔｒｉｃｈ　Ｂａｒｋｍａｎ
　　とＨ．ｄｅ　Ｖｒｉｅｓ　とが，グーリックの書き残した「日記」や「自傅稿」などを利
　　用してオランダ語で書いだＥａ　Ｍｎ　ｕｎ　Ｄｙｉｅ　Ｌｅｌａｓ”　ｋＡｍｓｔｅｒｄａｍ，Ｆｏｒｕｍ．
　　１９９３）があり，その中國語譚の『大漢學家高羅佩傅』（施輝業譚，海南出版社，
　　２０１１年１月）も刊行されている。本稿でも，傅記については，注（２）所引の資
　　料の他，これに依櫨した部分がある。また，本稿でグーリックの「自傅稿」と
　　いうのは，中國語版に引用されている文章をいう。
（１４）『東魚文集』（松丸啓子編，１９７７年６月，自印）所収。原載は『月刊ペン』
　　１９７０年１１月号。
（１５）「自傅稿」（『大漢學家高羅佩傅ＪＰ３４』所引。
（１６）赴任の年の１９３５年（昭和１０年）は木曜日であるが，３月にはまだ日本に赴
　　任していない。翌１９３６年の３月７日は土曜，１９３７年は日曜，１９３８年は月曜，
　　１９３９年は火曜，１９４１年は金曜，１９４２年は土曜である。文面と筆跡から見て戦
　　後であることは考えられないが，戦後の二同の滞在中も，「三月七日」が木曜
　　日である年はない。
（１７）「自傅稿」（『大漢學家高羅佩傅ＪＰ６７』所引。
（１８）「後序」の原文は以下の通り。「夫此者内也，彼者外也。故老子曰，去彼取
　　此，蝉蝋塵埃之中，優遊忽荒之表，亦取其適而已。楽由中出，故是此而非彼
　　也。然星祭琴為之首，古之君子，無間隠顧，未嘗一日座琴，所以尊生外物養其
　　内也。茅斎蕭然，値清風沸幌，朗月臨軒，更深人静，萬韻希聾，剽覧黄巻，閑
　　鼓線綺，寫山水於寸心，斂宇宙於容郵，恬然忘百慮，豊必虞山目耕，雲林清
　　悶，蔭長松，對白鶴，乃為自適哉。蔵琴非必佳，弾曲非必多，手恵乎心，斯為
　　貴矣。丙子秋莫，於宛平得一琴，殆明清間物，無銘，撫之鰹餅有餓勣。弗敢冒
　　高士選雅名，銘之日，無名，非欲以観輩妙。翼有符於道徳之旨云。余既作琴道
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　　七巻，意有未轟。更申之如右。然於所欲言，末磐什一云。和蘭國笑忘高羅佩識
　　於芝憲之中和琴室」。
（１９）「自傅稿」（『大漢學家高羅佩傅ＪＰ４７』所引。
（２０）『星岡』第百四鏡（１９３９年［昭和十四年］７月）に「己卯季春，余以病慈入
　　院，午月上涜始紬，是月十有九日也。初訪燕甕先生，於明月谷之別業，値細雨
　　績紡，瞰葉揺青，余｛乃偶悟痰后之槃，循山曲径，達一株泉，有亭建於側，原日
　　最明巷，先生雅粛也。林静境寂，風清景幽，檀老松怪石之勝，時先生方倚扉遠
　　瑞，莞然延余入内，蘭香満窓，満濯超塵。書査法帖，琳娘盈禎，端敵珍品，精
　　螢潤蟹，而才子遺書，埠通神髄，劉覧黄巻，不畳暑之既昏。先生後餉我以旨
　　酒。昧醇芳遼，雨窓塵談，令余舘然，識作人身之趣，嗚呼能讃無字之書者，現
　　世竿栽，能知風流之本意者，日亦益少。蓋對先生而坐，無異乎閲名人詩文，風
　　流第一子非燕豪先生，其誰属欺」。
（２１）細野燕毫の傅記としては，北室南苑『雅遊人細野燕憲一魯山人を世に出し
　　た文人の生涯』里文出版，１９９７年三月改訂版）がある。
（２２）フランスの國家科學研究中心（Ｃｅｎｔｒｅ　ｎａｔｉｏｎａｌ　ｄｅ　ｌａ　ｒｅｃｈｅｒｃｈｅ　ｓｃｉｅｎｔｍｑｕｅ）
　　と憲湾の大英百科股扮有限公司との共同出版の『思無邪漑賓；明清艶情小説叢
　　書』（１９９５年）所収の『繍楊野史』の解脱による。ただし，ライデン大學漢學
　　圖書館のいわゆる「グーリックコレクション」の目録には見えない。
（２３）注（１４）所引「グーリックさんを憶う」。
（２４）グーリックは「自傅稿」（注１３所引）Ｐ５８で，喫煙について次のように語っ
　　ている。「私の訣鮎は煙草を吸うことである。叡ケ月でも酒を一滴も飲まない
　　ことはできるが，もし一時間でも紙巻き煙草やパイプ煙草がなければ，わたし
　　は不安でいらいらする。私は七歳の時から煙草を吸い始め，…（中略）・‥今，
　　私はこの訣鮎から受けることになった罰は慢性の咳と鼻の各種のアレルギー症
　　で，終にこの習慣を克服できない」。
（２５）東魚は刻字した後に拓本を採り，その紙に次のような文を書き付けた。「右
　　煙盆裡一文，高芝盗先生鳥余所書。余拓本恐其浬滅，自刻之，先生今作古，槍
　　然書之，部寄烈田色世兄」。烈田色世は，ハイデルベルグ大學名誉教授の
　　Ｌｏｔｈａｒ　Ｌｅｄｄｅｒｏｓｅ　レッダローゼ。東アジア聾術史を専門とする學者で，漢字
　　名は一般的には雷徳侯と表記される。
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